
顧客要求から 
開発要件への展開 

公差設計 

公差値の分析と評価 

設計最適化 

要件の重要度付け 

設計者のために開発された 
製品開発エンジニアリングに基づく 
設計品質向上ソフトウェア 

顧客要件の分類 

設計コンセプト 
の定義 

設計案のリスク分析 

階層分析 

品質機能展開 

イノベーション手法TRIZ 

設計候補の選択手法 

モンテカルロ解析 

故障モード影響解析 

親和図法 

新製品開発の成功率を上げる 
  「SDI Tools」は、汎用的な品質管理手法を、

Microsoft® Excelのアドイン機能として10種類
のツールに実現しました。その結果、魅力的品質

を期待できる設計仕様の決定と設計値のロバスト

化が行えます。顧客要件の分類、重要度付け、開

発要件への展開、コンセプト定義、設計候補選択、

FMEA、公差設計／公差解析、最適化の手法の

全て使うことができます。 

SDI Tools導入のメリット 
・  顧客や市場のニーズを設計要件に反映し、魅力的 

 品質となる仕様を作り上げることができます。 

・  設計要件の決定プロセスを明確に記録できます。 

・  顧客要件を開発要件に落とし込むことができます。 

・  技術的な矛盾を解決し、創造的なアイデアを生み 

 出すことができます。 

・  設計案を選択する際に、論理的手法によって 

 プロジェクト関係者の合意を取ることができます。 

・  想定外の故障をなくす設計にすることができます。 

・  公差値や許容値を設計することができます。 

・  品質とコストのトレードオフによる最適な組合わせ 

 をシミュレーションによって決定できます。 

 

 航空宇宙産業 ： Lockheed Martin, BOEING  

 自動車産業    ： Lear, TRW 

 医薬品産業    ： Abbott, Baxter         

 電機電子産業 ： Seagate, IBM, SONY 

 石油化学産業 ： UOP, Schlumberger 

 鉱工業           ： Lonmin Platinum   

製品開発エンジニアリング 

Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｍｅｔｈｏｄｓ ＆ Ｔｏoｌｓ 
Ｆｏｒ Product Development 

公差配分/感度分析 

最適化シミュレーション 

SDI Tools v4 

設計案の決定 

グローバルな導入実績 



設計最適化（最適化シミュレーション）： 
変数データの組合せを検討し、複数の目標 
の実現性を評価する 

親和図法（Affinity） ：要件をグループ分けする 階層分析（AHP）：要件を重要度付けする 

品質機能展開 
（ＱＦＤ） ： 
顧客要件から 
開発要件に展開する 

設計案の決定
（Pugh ）： 
設計候補を 
絞り込む 

公差設計（公差配分／感度分析）： 
適正な公差値を求める 

設計案のリスク分析（FMEA） ：実装仕様に関する
故障モードの影響度を予測し対策をする 

公差値の分析と評価 
（モンテカルロ解析）： 
公差値から量産時の不良率を 
予測する 

 稼働OS: Windows８, Windows 8.1, Windows10, Windows11;  
 アプリケーション：Microsoft Excel 2010, 2013, 2016, 2019  

機能許容値の 

統計評価 

製品コンセプトの 

明確化 

機能の 

選択評価 

製品機能の 

ブレークダウン 

実装仕様の決定 

あるべき姿の分析 

製品機能を 

システム的に整理 

顧客要件をビジネス目標 

と製品機能に反映 

SDI Japan http://www.statdesign-j.com 
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〒830-0042 福岡県久留米市荘島町330-8-1409 TEL/FAX:0942-65-5846 

お問い合わせ e-mail： sales@statdesign-j.com 


